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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アイテムを分配する装置であって、
　医薬品又は医療用品を保管する複数のコンパートメント、
　前記複数のコンパートメントのそれぞれに関連する光源、及び
　前記光源に結合されるとともに前記光源を制御可能なコンピュータ制御コントローラで
あって、前記複数のコンパートメントの内容物の在庫を維持し、前記複数のコンパートメ
ントから医薬品又は医療用品を分配する要求を受け取る、コンピュータ制御コントローラ
を備え、
　前記複数のコンパートメントの少なくとも幾つかは、前記コンピュータ制御コントロー
ラの制御下で個々にロック可能な蓋を使用して個々に閉止可能であり、
　特定の医薬品又は医療用品アイテムを分配する要求に応じて、前記コンピュータ制御コ
ントローラは、前記特定の医薬品又は医療用品アイテムを保持する前記コンパートメント
に関連する光源を照明し、該光源は、前記コンピュータ制御コントローラによって制御さ
れる輝度で照明される、アイテムを分配する装置。
【請求項２】
　前記コンピュータ制御コントローラは、当該アイテムを分配する装置のユーザからの入
力に応じて前記光源の輝度を選択する、請求項１に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項３】
　当該アイテムを分配する装置は、周囲環境の輝度を検出するセンサを更に備え、前記コ



(2) JP 6336097 B2 2018.6.6

10

20

30

40

50

ンピュータ制御コントローラは、前記周囲環境の検出された輝度に応じて前記光源の輝度
を自動的に選択する、請求項１に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項４】
　前記光源は、第１の時点において第１の色の光を、及び、第２の時点において第２の色
の光を発するように構成されている多色光源であり、該多色光源が発する光の色は、前記
コンピュータ制御コントローラによって制御される、請求項１に記載のアイテムを分配す
る装置。
【請求項５】
　前記コンピュータ制御コントローラは、特定の医薬品又は医療用品アイテムを保持する
前記コンパートメントに関連する多色光源を照明し、照明された前記多色光源が発する光
の色が、前記関連するコンパートメント内の特定の医薬品又は医療用品アイテムのタイプ
についての情報を運ぶようにする、請求項４に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項６】
　前記コンピュータ制御コントローラは、当該アイテムを分配する装置のユーザに情報を
伝えるために、前記光源のうちの少なくとも１つを点滅させる、請求項１に記載のアイテ
ムを分配する装置。
【請求項７】
　前記コンピュータ制御コントローラは、当該アイテムを分配する装置のユーザに情報を
伝えるために、特定の色及び特定の点滅パターンを用いて、前記光源のうちの少なくとも
１つを照明させる、請求項１に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項８】
　アイテムを分配する装置であって、
　アイテムを保管する複数のコンパートメント、
　前記複数のコンパートメントのそれぞれに関連する多色光源、並びに
　前記多色光源に結合されるコンピュータ制御コントローラであって、第１の時点におい
て第１の色の光を、及び、第２の時点において第２の色の光を発するように前記多色光源
のうちの１つ又は複数を制御する、コンピュータ制御コントローラを備え、
　前記複数のコンパートメントの少なくとも幾つかは、前記コンピュータ制御コントロー
ラの制御下で個々にロック可能な蓋を使用して個々に閉止可能であり、
　前記コンピュータ制御コントローラは、前記複数のコンパートメントの内容物の在庫を
維持し、前記複数のコンパートメントからアイテムを分配する要求を受け取り、
　特定のアイテムを分配する要求に応じて、前記コンピュータ制御コントローラは、前記
特定のアイテムを保持する前記コンパートメントに関連する多色光源を照明する、アイテ
ムを分配する装置。
【請求項９】
　前記多色光源は１つ又は複数の多色発光ダイオードを含む、請求項８に記載のアイテム
を分配する装置。
【請求項１０】
　前記多色光源のうちの１つは、
　前記第１の色の光を発する第１の発光ダイオード、及び
　前記第２の色の光を発する第２の発光ダイオードを含み、前記第１の発光ダイオード及
び前記第２の発光ダイオードは別個のパッケージ内にある、請求項８に記載のアイテムを
分配する装置。
【請求項１１】
　前記アイテムは医薬品又は医療用品であり、
　特定の医薬品又は医療用品アイテムを分配する要求に応じて、前記コンピュータ制御コ
ントローラは、前記特定の医薬品又は医療用品アイテムを保持するコンパートメントに関
連する多色光源を照明し、照明された前記多色光源が発する光の色が、前記関連するコン
パートメント内の特定の医薬品又は医療用品アイテムのタイプについての情報を運ぶよう
にする、請求項８に記載のアイテムを分配する装置。
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【請求項１２】
　前記照明された多色光源が発する光の色は、前記関連するコンパートメント内の特定の
医薬品の規制薬物スケジュールに少なくとも部分的に基づいて選択される、請求項１１に
記載のアイテムを分配する装置。
【請求項１３】
　前記コンピュータ制御コントローラは、当該アイテムを分配する装置のユーザに情報を
伝えるために、前記多色光源のうちの１つ又は複数を特定のパターンで点滅させる、請求
項８に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項１４】
　前記特定のパターンは、当該アイテムを分配する装置の故障状態を特定する、請求項１
３に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項１５】
　点滅する前記多色光源が発する光の色及び特定のパターンの組み合わせは、当該アイテ
ムを分配する装置の故障状態を特定する、請求項１３に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項１６】
　前記コンピュータ制御コントローラは、前記複数のコンパートメントのそれぞれの状態
を検出するように構成されており、前記コンピュータ制御コントローラは、前記多色光源
のうちの１つ又は複数を制御し、前記コンパートメントのうちの１つ又は複数の状態を示
す、請求項８に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項１７】
　前記コンピュータ制御コントローラは、前記多色光源のうちの１つ又は複数を制御し、
前記複数のコンパートメントのうちの１つが過充填されていることを示す、請求項１６に
記載のアイテムを分配する装置。
【請求項１８】
　前記コンピュータ制御コントローラは、前記多色光源のうちの１つ又は複数を制御し、
前記複数のコンパートメントのうちの１つが意図的な破断に晒されていることを示す、請
求項１６に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項１９】
　前記コンピュータ制御コントローラは、前記多色光源のうちの１つ又は複数を制御し、
前記複数の関連するコンパートメントのうちの１つがエラーで開いていることを示す、請
求項１６に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項２０】
　前記多色光源の輝度は、前記コンピュータ制御コントローラの制御下で調整可能である
、請求項８に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項２１】
　前記コンピュータ制御コントローラは、当該アイテムを分配する装置のユーザからの入
力に応じて前記多色光源の輝度を調整する、請求項２０に記載のアイテムを分配する装置
。
【請求項２２】
　当該アイテムを分配する装置は、周囲環境の輝度を検出するセンサを更に備え、前記コ
ンピュータ制御コントローラは、前記周囲環境の検出された輝度に応じて前記多色光源の
輝度を自動的に調整する、請求項２０に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項２３】
　特定のアイテムを分配する要求に応じて、前記コンピュータ制御コントローラは、前記
特定のアイテムを保持するコンパートメントに関連する多色光源に、第１の色を発光させ
、他のコンパートメントに関連する多色光源に、前記第１の色とは異なる第２の色を発光
させる、請求項８に記載のアイテムを分配する装置。
【請求項２４】
　特定のアイテムを分配する要求に応じて、前記コンピュータ制御コントローラは、前記
特定のアイテムを保持するコンパートメントに関連する多色光源に対して、当該アイテム
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を分配する装置のユーザが前記特定のアイテムにアクセスする権限を有するか否かに基づ
いて選択される色を発光させる、請求項８に記載のアイテムを分配する装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的には医療用キャビネットに関し、具体的には多用途照明システムを備
える分配キャビネットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　病院又は他の患者ケア環境では、多数の薬剤及び他の医療用品が使用される。異なる患
者は通常、異なる薬剤を必要とし、異なる薬剤は、アクセス及び管理のために異なる法的
基準に付され得る。
【０００３】
　薬剤のエラーを回避し、不法なアクセスを回避し、在庫管理及び会計機能を容易にする
ために、薬剤及び医療用品が追跡され、それらへのアクセスが制御されることが非常に望
ましい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記した懸案を鑑みてなされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　１つの態様によると、アイテムを分配する装置は、医薬品又は医療用品を保管する複数
のコンパートメント、複数のコンパートメントのそれぞれに関連する光源、及び、光源に
結合されるコンピュータ制御コントローラを備える。コンピュータ制御コントローラは、
光源を制御可能であり、コンピュータ制御コントローラは、複数のコンパートメントの内
容物の在庫を維持し、複数のコンパートメントから医薬品又は医療用品を分配する要求を
受け取る。特定の医薬品又は医療用品アイテムを分配する要求に応じて、コンピュータ制
御コントローラは、その特定の医薬品又は医療用品アイテムを保持するコンパートメント
に関連する光源を照明し、光源は、コンピュータ制御コントローラによって制御される輝
度で照明される。幾つかの実施形態では、コンピュータ制御コントローラは、アイテムを
分配する装置のユーザからの入力に応じて光源の輝度を選択する。幾つかの実施形態では
、アイテムを分配する装置は、周囲環境の輝度を検出するセンサを更に備え、コンピュー
タ制御コントローラは、周囲環境の検出された輝度に応じて光源の輝度を自動的に選択す
る。幾つかの実施形態では、光源は、第１の時点において第１の色の光を、及び、第２の
時点において第２の色の光を発するように構成されている多色光源であり、多色光源が発
する光の色は、コンピュータ制御コントローラによって制御される。幾つかの実施形態で
は、コンピュータ制御コントローラは、特定の医薬品又は医療用品アイテムを保持するコ
ンパートメントに関連する多色光源を照明し、照明された多色光源が発する光の色が、関
連するコンパートメント内の特定の医薬品又は医療用品アイテムのタイプについての情報
を運ぶようにする。コンピュータ制御コントローラは、情報をアイテムを分配する装置の
ユーザに伝えるために、複数の光源のうちの少なくとも１つを点滅させることができる。
コンピュータ制御コントローラは、情報をアイテムを分配する装置のユーザに伝えるため
に、特定の色及び特定の点滅パターンを用いて、複数の光源のうちの少なくとも１つを照
明することができる。
【０００６】
　別の態様によると、アイテムを分配する装置は、アイテムを保管する複数のコンパート
メント、複数のコンパートメントのそれぞれに関連する多色光源、及び、多色光源に結合
されるコンピュータ制御コントローラを備え、コンピュータ制御コントローラは、第１の
時点において第１の色の光を、及び、第２の時点において第２の色の光を発するように多
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色光源のうちの１つ又は複数を制御する。幾つかの実施形態では、複数の多色光源は、１
つ又は複数の多色発光ダイオードを含む。幾つかの実施形態では、複数の多色光源のうち
の１つは、第１の色の光を発する第１の発光ダイオード、及び、第２の色の光を発する第
２の発光ダイオードを含み、第１の発光ダイオード及び第２の発光ダイオードは別個のパ
ッケージ内にある。幾つかの実施形態では、コンパートメントは医薬品又は医療用品を保
管し、コンピュータ制御コントローラは、複数のコンパートメントの内容物の在庫を維持
し、複数のコンパートメントから医薬品又は医療用品を分配する要求を受け取り、特定の
医薬品又は医療用品アイテムを分配する要求に応じて、コンピュータ制御コントローラは
、その特定の医薬品又は医療用品アイテムを保持するコンパートメントに関連する多色光
源を照明し、照明された多色光源が発する光の色が、関連するコンパートメント内の特定
の医薬品又は医療用品アイテムのタイプについての情報を運ぶようにする。照明された多
色光源が発する光の色は、関連するコンパートメント内の特定の医薬品の規制薬物スケジ
ュールに少なくとも部分的に基づいて選択することができる。コンピュータ制御コントロ
ーラは、情報をアイテムを分配する装置のユーザに伝えるために、多色光源のうちの１つ
又は複数を特定のパターンで点滅させることができる。幾つかの実施形態では、特定のパ
ターンは、アイテムを分配する装置の故障状態を特定する。幾つかの実施形態では、点滅
する多色光源が発する光の色及び特定のパターンの組み合わせは、アイテムを分配する装
置の故障状態を特定する。幾つかの実施形態では、コンピュータ制御コントローラは、複
数のコンパートメントのそれぞれの状態を検出するように構成されており、コンピュータ
制御コントローラは、多色光源のうちの１つ又は複数を制御し、コンパートメントのうち
の１つ又は複数の状態を示す。幾つかの実施形態では、コンピュータ制御コントローラは
、複数の多色光源のうちの１つ又は複数を制御し、複数のコンパートメントのうちの１つ
が過充填されていることを示す。幾つかの実施形態では、コンピュータ制御コントローラ
は、複数の多色光源のうちの１つ又は複数を制御し、複数のコンパートメントのうちの１
つが意図的な破断に晒されていることを示す。コンピュータ制御コントローラは、複数の
多色光源のうちの１つ又は複数を制御し、複数の関連するコンパートメントのうちの１つ
がエラーで開いていることを示すことができる。多色光源の輝度は、コンピュータ制御コ
ントローラの制御下で調整可能であり得る。幾つかの実施形態では、コンピュータ制御コ
ントローラは、アイテムを分配する装置のユーザからの入力に応じて多色光源の輝度を調
整する。幾つかの実施形態では、アイテムを分配する装置は、周囲環境の輝度を検出する
センサを更に備え、コンピュータ制御コントローラは、周囲環境の検出された輝度に応じ
て多色光源の輝度を自動的に調整する。幾つかの実施形態では、コンピュータ制御コント
ローラは、複数のコンパートメントの内容物の在庫を維持し、アイテムを複数のコンパー
トメントから分配する要求を受け取り、特定のアイテムを分配する要求に応じて、コンピ
ュータ制御コントローラは、その特定のアイテムを保持するコンパートメントに関連する
多色光源に、第１の色を発光させ、他のコンパートメントに関連する多色光源に、第１の
色とは異なる第２の色を発光させる。幾つかの実施形態では、コンピュータ制御コントロ
ーラは、複数のコンパートメントの内容物の在庫を維持し、複数のコンパートメントから
アイテムを分配する要求を受け取り、特定のアイテムを分配する要求に応じて、コンピュ
ータ制御コントローラは、特定のアイテムを保持するコンパートメントに関連する多色光
源に、アイテムを分配する装置のユーザが特定のアイテムにアクセスする権限を有するか
否かに基づいて選択される色を発光させる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明を具現することができる分配キャビネットを示す図である。
【図２】本発明を具現することができる可搬式の分配装置を示す図である。
【図３】例示的な実施形態による、図２の分配装置の引き出しのより詳細な分解図である
。
【図４】図３の例示的な引き出しをその組み立てられた状態で示す図である。
【図５】含めることができる付加的な特徴を示す、図３の例示的な引き出しの切り欠き図
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である。
【図６】他の実施形態による引き出しを示す図である。
【図７Ａ】他の実施形態による引き出しを示す図である。
【図７Ｂ】他の実施形態による引き出しを示す図である。
【図８】更なる他の実施形態による引き出しを示す図である。
【図９】更に他の実施形態による引き出しを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１は、本発明を具現することができる分配キャビネット１００を示している。キャビ
ネット１００は、引き出し１０１ａ～１０１ｅを含む複数のコンパートメントを含み、コ
ンパートメントは、ドア１０２ａ、１０２ｂを通してアクセス可能である。分配キャビネ
ット１００は、コンピュータ制御コントローラ１０３、並びに、キーボード１０４及びキ
ーパッド１０５等の１つ又は複数のデータ入力装置も含む。ディスプレイ１０６が、分配
キャビネット１００のユーザに情報を伝えることを可能にする。幾つかの実施形態では、
分配キャビネットは、以下でより詳細に説明するような他の装置を含むことができる。
【０００９】
　本発明を具現する装置は種々の用途において用いることができるが、実施形態は医療分
野において特に有用であり得る。例えば、分配キャビネット１００は薬剤又は医療用品を
保持することができ、薬剤又は他の医療用品の正確な分配及び追跡を容易にすることがで
きる。
【００１０】
　コンピュータ制御コントローラ１０３は、プロセッサ、メモリ、入出力インタフェース
及び他の構成要素を含むことができる。コントローラ１０３は、診療記録システム、在庫
及び会計システム等のような他のコンピュータ制御システムと遠隔に通信することができ
る。
【００１１】
　引き出し１０１ａ～１０１ｅ等の種々の保管コンパートメントは、コントローラ１０３
の制御下にあり得る。例えば、引き出し１０１ａ～１０１ｅのそれぞれは、電子制御可能
なロック機構を含むことができ、コントローラ１０３の制御下でのみ開放可能であるもの
とすることができる。加えて、コントローラ１０３は、何の医療用品が薬剤保管キャビネ
ット１００のどのコンパートメントに保管されているかについての情報を記憶することが
できる。１つの典型的で基本的な使用のシナリオでは、医療従事者は、キーボード１０４
又は別の入力装置を用いて、医療従事者のケア下にあり、その従事者のその時点のラウン
ド中に薬剤を必要とする患者の識別情報を入力することができる。コントローラ１０３は
、患者の医療ファイルにアクセスし、その患者に何の薬剤が処方されているかを判断する
ことができる。コントローラ１０３は次に、患者の処方された薬剤を収容する引き出し（
単数又は複数）にのみアクセスすることを許可し得る。医療従事者が正しい薬剤を引き出
すために、正しい引き出し内の容器等の特定のコンパートメントを、例えば点灯される指
示子によって強調することもできる。医療従事者は次に、患者の処方された薬剤を取り出
すことができる。コントローラ１０３が行う制御のレベルは、医療従事者が誤った薬剤を
薬剤分配キャビネット１００から取り出す可能性を低下させることによって、薬剤及び投
与の間違いを防止する上で役立ち得る。加えて、コントローラ１０３は、どの薬剤が分配
されたかを文書化及び記録することができ、その情報を、有線又は無線電子ネットワーク
を介して在庫及び会計システムに送ることができる。
【００１２】
　多くの他の特徴及び機能も可能である。例えば、医療従事者は、自身の識別情報も入力
することができ、コントローラ１０３は、従事者がアクセスの権限を有する薬剤及び医療
用品のみへのアクセスを提供することができる。
【００１３】
　薬剤分配キャビネット１００は静止装置として示されているが、本発明はそのように限
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定されない。他の実施形態によるキャビネットは可搬式であるものとすることができ、例
えば、薬剤及び医療用品を中央の供給ストアから施設の特定の病棟又は部門に運搬するこ
とを容易にする。本発明の実施形態によるキャビネットの引き出し、ドア又は他の特徴部
の特定の構成を変えることができることが認識されるであろう。例えば、本発明を具現す
る何らかのキャビネット又は分配カートは、引き出しのみ、ドアのみを用いるか、又は、
何らかの他のアクセス方法を使用することができる。分配される物質の大きさ及びそれら
に必要とされる安全レベルに応じて、多くの異なる寸法及び形式のコンパートメントを用
いることができる。
【００１４】
　図２は、本発明を具現することができる可搬式の分配装置２００を示している。好まし
くは、可搬式の分配装置２００は、分配キャビネット１００に関して上述した機能と同様
の機能を果たすことができる。分配装置２００は、医療従事者が装置を部屋から部屋へ車
輪で動かすことを可能にするように車輪２０１を含む。分配装置２００は、上述したコン
トローラ１０３と同様のタスクを行うコンピュータ制御コントローラに給電するとともに
、分配装置２００の他の機能に電力を提供するために、１つ又は複数のバッテリを含むこ
とができる。種々の入出力装置２０２を提供することができ、例えば電力消費を最小限に
抑えるために、可搬性のために特に適合することができる。分配装置２００も複数の引き
出し２０３を含む。各引き出し２０３は、以下でより詳細に説明するように、ユーザを特
定の引き出し２０３に案内する視覚的な指示子２０４を含むことができる。
【００１５】
　図３は、例示的な実施形態による、引き出し２０３のうちの１つのより詳細な分解図を
示している。例示的な引き出し２０３は、ハンドル３０２、及び、引き出し２０３を摺動
させて分配装置２００に出し入れすることを可能にする軌道３０３を有するフレーム３０
１を含む。発光ダイオード（ＬＥＤ）等の視覚的な指示子３０４が、引き出し２０３に設
けられ、特定のアイテムを分配することが要求されるときに特定の引き出しを特定する。
幾つかの実施形態では、視覚的な指示子３０４は多色光源である。引き出し２０３は、分
配されるアイテムを保持する取り外し可能なライナ３０５を受け入れるように構成されて
いる。ライナ３０５は、複数の調整可能な横断方向分割部３０７及び長手方向分割部３０
８によって複数の容器３０６に分割することができる。分割部のうちの少なくとも幾つか
には、本明細書において以下でより詳細に記載するような、特定の容器にケア提供者を案
内するように使用することができる光管３０９が取着される。ライナ３０５は、フレーム
３０１内に簡便に載るように構成されており、ハンドル３１０によってライナ３０５を引
き出し２０３から単に持ち上げることによって取り外すことができる。
【００１６】
　引き出し２０３は、複数の多色光源３１２が取り付けられるプリント回路基板３１１を
備える。多色光源は、第１の時点で第１の色の光を、及び、第２の時点で第２の色の光を
発することができる光源である。例えば、マイクロプロセッサ、別個の構成要素、論理回
路又は他の種類の装置若しくは装置の組み合わせを含む、他の電子的な構成要素もプリン
ト回路基板に取り付けることができる。コネクタ３１３が、プリント回路基板３１１と分
配装置２００内の他の場所にある他の電子機器とを接続する。幾つかの実施形態では、各
引き出しは、分配装置２００のバックプレーンにある通信バスを介して分配装置２００の
コントローラと通信するマイクロプロセッサを含む。
【００１７】
　多色光源３１２のそれぞれは、光管３０９のうちの１つと位置合わせし、それによって
、多色光源のうちの１つが発する光は、対応する光管３０９を通して上方に方向付けられ
、光管の上部から発せられる。分配装置２００は、この機構を用いて容器３０６のうちの
特定の容器を強調し、ユーザを、分配される特定のアイテムを保持する特定の容器に案内
することができる。
【００１８】
　幾つかの実施形態では、多色光源３１２は発光ダイオード（ＬＥＤ）であり、これはそ
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れぞれ、ＬＥＤが駆動される方法に応じて、異なる時点で異なる色の光を発することが可
能である。例えば、別個の赤色、緑色及び青色のＬＥＤ素子を単一のパッケージに収容す
ることができ、独立して制御可能である。素子を別個に励起することによって、単一の装
置から赤色、緑色又は青色の光を生成することができる。赤色、緑色及び青色の素子を組
み合わせて励起するとともに、赤色、緑色及び青色の素子に提供される電流の比率を変え
ることによって、多種多様な他の色を生成することができる。他の実施形態では、光源３
１２のそれぞれは、異なる色の２つのみの素子又は３つ以上の素子を含むＬＥＤである。
【００１９】
　他の実施形態では、光源３１２のうちの１つ又は複数は、プリント回路基板３１１上に
近接して取り付けられる複数の別個の光源パッケージを含むことができる。例えば、赤色
及び緑色のＬＥＤを用いて一緒に近くに位置決めすることができ、それによって、赤色及
び緑色のＬＥＤの各隣接する対は、多色光源とみなされる。赤色及び緑色の素子は、異な
る色を生成するように別個に又は一緒に動作させることができる。同様に、３つ以上の別
個のＬＥＤを近接して取り付け、多色光源３１２を形成することができる。他の実施形態
では、光源は、互いから離間し、光源として働くように協調して用いられる、異なる色の
複数のＬＥＤ又は他の装置を含むことができる。
【００２０】
　図４は、例示的な引き出し２０３をその組み立てられた状態で示しており、ライナ３０
５がトレイフレーム３０１に挿入されている。光管３０９は光源３１２からの光を導くよ
うに見える状態にある。
【００２１】
　図５は、含めることができる付加的な特徴部を示す、引き出し２０３の切り欠き図を示
している。図５に示されているように、引き出し２０３は、ラッチ５０３を移動させるよ
うにソレノイド５０２と電気的に連通する第２のプリント回路基板５０１を更に含むこと
ができる。さらに、ラッチ５０３を使用して引き出し２０３を分配装置２００にロックす
る。分配装置のバックプレーンからライン５０４を通じて第２のプリント回路基板５０１
に電流が提供され、一方で、プリント回路基板３１１にはライン５０５によって電力が供
給される。
【００２２】
　任意選択的に、引き出し２０３は、引き出し２０３が分配装置２００から引き出された
ときを検出するために使用されるセンサ５０６を含むことができる。センサ５０６はプリ
ント回路基板５０１に接続される。ケア提供者又は分配装置２００の他のユーザが取引後
に引き出し２０３を閉じることを怠る場合、センサ５０６は、引き出しが依然として開い
ていることを検出することができ、それによって、警報又はリマインダ信号を分配装置２
００によって生成することができる。例示的なセンサは赤外線源及び受信器を含む。その
ようなセンサの場合、引き出しが開いているときに羽根を使用して光路を断つ。例えば磁
石の近接を感知するホール効果センサである他の種類のセンサも用いることができる。
【００２３】
　ラッチ５０３は好ましくは、ケア提供者によって適切な情報が分配装置２００に入力さ
れた後でロック解除される。そのような情報は、例えば、ケア提供者又は患者の識別情報
（パスワードを含む）及びアイテムの識別情報を含むことができる。指定された時間期間
の後で、ラッチ５０３は再びロックすることができるため、ケア提供者が引き出しを開く
ことを怠る場合、引き出しは再びロックされる。したがって、引き出しは、「タイムアウ
ト」期間が経過した後でそれ自身が再びロックすることが可能であり、更なるアクセスを
防止する。
【００２４】
　幾つかの実施形態では、容器３０６の幾つか又は全ては、分配装置２００のコンピュー
タ制御コントローラの制御下で個々に閉止可能及びロック可能であるものとすることもで
きる。例えば、図６は、他の実施形態による、引き出し２０３と同様の構成の引き出し６
０１を示している。図６において、同様の要素には、前の図におけるものと同じ参照符号



(9) JP 6336097 B2 2018.6.6

10

20

30

40

50

が与えられている。引き出し６０１は容器３０６の幾つかに蓋６０２を更に含む。図６で
は、１つの特定の容器６０３が開いているものとして示されており、その蓋６０４は、容
器６０３が開くように上昇した位置にある。各蓋６０２は、軸（図示せず）を中心とする
回転運動を用いて開閉することができる。他の実施形態では、蓋は、摺動又は他の動きを
用いて開閉することができる。
【００２５】
　幾つかの実施形態では、蓋のうちの少なくとも幾つかは、分配装置２００のコンピュー
タ制御コントローラの制御下でロック可能である。例えば、上述した機構と同様のソレノ
イド及びラッチ機構を用いることができるか、又は、別の種類のロック機構を用いること
ができる。蓋が閉じているか又は開いているかを感知するセンサを各蓋６０２に設けるこ
ともできる。例えば、各蓋は、赤外光ビームを妨害する羽根（図示せず）を含むことがで
きるか、又は、それぞれの容器にあるホール効果センサによって感知される磁石を含むこ
とができる。
【００２６】
　したがって、図６の実施形態では、分配装置２００は、適切な視覚的な指示子３０４を
照明することによってユーザを正しい引き出しに導くことができ、正しい引き出しのみを
ロック解除することができる。さらに、分配装置２００は、引き出し６０１内の指示子の
うちの１つを用いてユーザを引き出し内の正しい容器３０６に導くことができ、正しい容
器のみをロック解除することができる。このレベルのアクセス制御を用いて、薬剤エラー
を最小限に抑えることができ、在庫追跡を改善することができる。
【００２７】
　他の容器の管理はあまり厳しくなくてもよい。例えば、包帯、綿棒等のような付随的な
医療用品の保管に用いられる容器はロックされない場合があるが、分配装置２００は依然
として光源を用いてユーザを正しい容器に導くことができる。幾つかの医療用品は、蓋が
ない容器又はコンパートメントに保管してもよい。
【００２８】
　図７Ａ及び図７Ｂは、他の実施形態による引き出し７０１を示している。引き出し７０
１では、蓋７０２が個々のコンパートメントを覆う。それぞれのＬＥＤが蓋７０２のそれ
ぞれの付近に位置決めされる。例えば、図７Ｂは、特定のコンパートメント７０３及びそ
の周囲のコンパートメントの拡大図を示している。コンパートメント７０３は部分的に開
いているものとして示されている。コンパートメントのそれぞれは関連するＬＥＤ７０４
を有する。コンパートメント７０３に関連するＬＥＤは、ユーザを特定のコンパートメン
ト７０３に案内するように照明されて示されている。視覚的な指示子７０５、例えば別の
ＬＥＤを用いて、ユーザを正しい引き出しに案内することができ、ＬＥＤ７０４を用いて
ユーザを正しい容器に案内することができる。ＬＥＤ７０４及び視覚的な指示子７０５の
いずれも多色であり得る。ＬＥＤ７０４及び視覚的な指示子７０５に給電するとともに選
択する配線又は他の回路部を、引き出し７０１、例えばベゼル又は面７０６の下に組み込
むことができる。
【００２９】
　図８は、更なる他の実施形態による引き出し８０１を示している。引き出し８０１も、
蓋８０２によって覆われる閉止可能なコンパートメントを含む。各コンパートメントは同
様に関連するＬＥＤ８０３を有し、引き出し８０１は視覚的な指示子８０４を含む。ＬＥ
Ｄ８０３及び視覚的な指示子８０４のいずれも多色であり得る。ＬＥＤ８０３及び視覚的
な指示子８０４に給電するとともに選択する配線又は他の回路部を、ベゼル若しくは面８
０５の下又は引き出し８０１の他の位置に組み込むことができる。
【００３０】
　図９は、更に他の実施形態による引き出しを示している。引き出し９０１は、包帯、綿
棒等のような医療用品の保管に特に適しているものとすることができる。そのような医療
用品は規制されていない場合があるが、例えば会計及び在庫の目的でそれらの使用を追跡
することが依然として望ましいであろう。引き出し９０１は、複数の容器９０２を含む。
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各容器は、可動分割部９０３を用いてより小さいコンパートメントに更に細分割すること
ができるが、この例示的な実施形態では、容器は蓋を含まず、したがって個々にロック可
能ではない。各コンパートメントは関連する光源９０４を有し、光源９０４のいずれも多
色であるものとすることができ、ＬＥＤであるものとすることができる。光源９０４を用
いて、ユーザを引き出し９０１内の正しいコンパートメントに案内することができる。Ｌ
ＥＤ９０４に給電するとともに選択する配線又は他の回路部を、引き出し９０１内、例え
ば容器９０２間の構造部９０５に組み込むことができる。引き出し９０１も、ユーザを引
き出し９０１自体に案内するために、多色ＬＥＤ又は他の光源等の視覚的な指示子９０６
を含むことができる。
【００３１】
　本発明の実施形態は分配キャビネット１００及び可搬式の分配装置２００並びに引き出
し２０３、６０１、７０１、８０１、９０１に関して記載されているが、本発明はそのよ
うに限定されない。監視及び制御されたアクセス並びに視覚的な指示を提供する多くの他
の構成を、本発明の実施形態に従って想定することができる。
【００３２】
　光源３１２の多色性を種々の方法で使用することができる。幾つかの実施形態では、医
薬品又は医療用品アイテムを保管するコンパートメントにユーザを誘導するのに用いられ
る多色光源が発する光の色は、関連するコンパートメント内の特定の医薬品又は医療用品
アイテムのタイプに関する情報を伝えることができる。例えば、光の色は、関連するコン
パートメント内の特定の医薬品の規制薬物スケジュールに少なくとも部分的に基づいて選
択することができる。１つの可能なシナリオでは、スケジュールＩＩ医薬品を保管するコ
ンパートメントは、関連する光源から赤色光を発することによって示すことができ、スケ
ジュールＩＩＩ医薬品を保管するコンパートメントは、関連する光源から橙色光を発する
ことによって示すことができ、スケジュールＩＶ医薬品を保管するコンパートメントは、
関連する光源から黄色光を発することによって示すことができ、スケジュールＶ医薬品を
保管するコンパートメントは、関連する光源から青色光を発することによって示すことが
でき、医療用品アイテム又は非スケジュール薬剤を保管するコンパートメントは、その関
連する光源から緑色光を発することによって示すことができる。多くの他の色のスキーム
が可能であり、多くの他の種類の情報を、特定の光源の色を用いて伝えることができる。
【００３３】
　他の実施形態では、医薬品を保管するコンパートメントにユーザを誘導するのに用いら
れる多色光源が発する光の色は、医薬品の異なる分類に基づいて選択することができる。
例えば、麻薬を保管するコンパートメントは、関連する光源から赤色光を発することによ
って示すことができ、抗鬱剤を保管するコンパートメントは、関連する光源から青色光を
発することによって示すことができ、又は、任意の他の好適な色のスキームを用いること
ができる。
【００３４】
　幾つかの実施形態では、１つ又は複数の多色光源は、特定のパターンで点滅し、装置の
ユーザに情報を伝えることができる。例えば、視覚的な指示子３０４は、どの引き出しを
開くかを示すように点滅し、視覚的な指示子３０４の可視性を高めることができる。同様
に、多色光源３１２のうちの１つが点滅し、ユーザを特定の容器３０６に導く上でその可
視性を高めることができる。
【００３５】
　他の種類の情報も伝えることができる。例えば、点滅を用いて分配装置の故障状態を示
すことができる。特定の点滅パターンは、可能性としては点滅する光源の特定の色と併せ
て特別な意味を伝えることができる。単に例として、２つの短時間の点滅に２つの長時間
の点滅が続く交互のパターンは、ユーザに、分配装置がネットワーク接続性を失っている
ことを知らせることができる。
【００３６】
　別の点滅パターン及び／又は色は、キャビネットのユーザに、特定の故障状態から回復
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する方法についての指示のためにヘルプラインに電話をかけることを指示するか、又は、
サービス技師を分配装置に派遣することを要求することを指示することができる。サービ
ス要求を促すことができる条件の例は、コンパートメントへの給電電圧の低下、配線の問
題の疑い等を含む。
【００３７】
　幾つかの実施形態では、アイテムを分配装置から分配するとき、アイテムを保持するコ
ンパートメントに関連する光源を第１の色で照明することができ、他のコンパートメント
に関連する光源を異なる色で照明することができる。例えば、分配装置２００の特定の引
き出し内のアイテムに分配要求がなされる場合、特定の引き出しの視覚的な指示子３０４
を緑色で照明することができ、他の引き出しの視覚的な指示子を赤色で照明することがで
きる。同様に、引き出し２０３等の引き出しの特定の容器３０６内のアイテムを分配する
ように要求がなされる場合、特定の容器３０６に関連する光源を緑色で照明することがで
き、引き出し内の他の容器に関連する光源を赤色で照明することができる。任意の他の有
効な色の組み合わせを用いることができることが認識されるであろう。
【００３８】
　他の実施形態では、多色光源を用いて、分配装置のユーザが分配装置に収容されている
特定のアイテムにアクセスする権限を有するか否かについての情報を伝えることができる
。例えば、分配する権限を有しない分配装置２００のユーザがアイテムを要求する場合、
引き出し２０３の全ての視覚的な指示子３０４の全てが赤色に点滅し、アクセスが拒否さ
れたことを示すことができる。当然ながら、任意の他の好適な照明の色又はパターンを用
いてもよい。
【００３９】
　他の実施形態では、分配する権限を有しない分配装置２００のユーザがアイテムを要求
する場合、光源のうちの１つ又は複数を、要求されたアイテムを分配するのに必要な権限
のレベルを示す特定の色及び／又は点滅パターンで照明することができる。例えば、当直
長の承認の要件は、黄色光によって示すことができ、一方で、薬剤師の承認の要件は赤色
光によって示すことができる。光の色及び点滅パターンの任意の好適な組み合わせを用い
ることができる。
【００４０】
　他の実施形態では、分配装置２００等の分配装置は、容器３０６のうちの１つ等のコン
パートメントの状態を検出することができ、光の色及び／又は点滅パターンは、特定のコ
ンパートメントの状態を示すことができる。例えば、分配装置２００に、容器３０６の蓋
６０２が完全に閉じたか否かを検出することができるセンサを取り付けることができる。
特定の容器に関連する光源を照明若しくは点滅させるか又は双方を行い、容器が完全には
閉じられておらず、したがって過充填される可能性があることを示すことができる。別の
例では、分配装置は、センサ又はコンパートメントが損傷を受けていることを検出するこ
とができ、特定の光の色及び／又は点滅パターンを用いてその情報を伝えることができる
。例えば、特定の引き出し又は容器へのアクセスが示されるが、引き出し又は容器が開か
れたことが検出されない場合、これは、引き出し又は容器のセンサが故障したことを示す
ことができる。任意の好適な色及び／又は点滅パターンを用いることができる。
【００４１】
　別の例では、点滅する赤色光を用いて、ユーザが過った容器を開いたことを示すことが
できる。この状態は、例えば、要求された薬剤又は供給アイテムが特定の容器（閉じられ
ているがロックされていない可能性がある）にあることを分配装置が示したが、次に、ユ
ーザが異なる容器を開いたことを容器の蓋のセンサを用いて検出するときに検出すること
ができる。光源のうちの１つ又は複数は赤色に点滅し、ユーザに、エラーが生じたことを
知らせることができる。他の色及び／又は点滅スキームも用いることができる。
【００４２】
　別の例では、分配装置は、多色光源のうちの１つ又は複数を制御し、コンパートメント
のうちの１つが意図的な破断に晒されていることを示すことができる。例えば、分配装置
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は、コンパートメントが開いたことを、センサを用いて検出することができ、開いたコン
パートメントがアクセスされるべきではなかったことも認識し得る。分配装置は、分配装
置が開いたコンパートメントをロック解除しなかったことを認識することによって、又は
、何らかの他の方法によって、コンパートメントがアクセスされるべきではなかったこと
を認識することができる。分配装置は、意図的な破断の兆候を中央位置に伝えることもで
きるため、その事件を更に調査することができる。
【００４３】
　他の実施形態では、光源のうちの１つ又は複数の輝度は、分配装置のコンピュータ制御
コントローラによって制御可能である。輝度制御は、例えば、光源に供給される平均電流
を制御することによって達成することができる。ＬＥＤ光源の場合、輝度制御は、ＬＥＤ
を駆動する回路のパルス幅変調によって簡便に達成することができる。好ましくは、パル
ス幅変調は、ＬＥＤがオンの時間の間に、ヒトの目がいかなる揺らぎ又は明滅も知覚しな
いほど十分に高い周波数で行われる。ＬＥＤの点滅はこの場合、「オン」期間（このそれ
ぞれは多くの短期間の電流パルスを含み得る）と、電流が供給されない「オフ」期間とを
交互にすることによって達成される。
【００４４】
　輝度レベルは、分配装置のユーザによって指定することができるか、又は、分配装置に
よって自動的に選択することができる。例えば、分配装置のユーザは、キーボード１０４
等のキーボード又は装置２０２のうちの１つ等の別のユーザ入力装置を用いて、分配装置
上の種々の光源の好ましい輝度を指定することができ、分配装置のコンピュータ制御コン
トローラは次に、ユーザ入力に従って輝度を制御することができる。輝度が指定されると
、分配装置は、新たな設定が入力されるまで、指定された輝度設定を使用し続けることが
できる。代替的には、或る時間期間後に、各新しい日の初めに又は何らかの他の事象時に
、輝度設定をデフォルト値に戻すことができる。他の実施形態では、光源の輝度を直接的
に調整する、ノブ又はスライダ等のハードウェア制御を提供することができる。
【００４５】
　自動的な輝度の選択を行うために、分配装置は、分配装置が用いられる周囲環境の輝度
を測定するセンサを含むことができる。分配装置は次に、測定された周囲環境に基づいて
輝度レベルを選択することができる。例えば、手術室等の非常に明るい環境では、光源を
はっきりと見ることができることを確実にするために、非常に高い輝度の光源が望ましい
であろう。しかし、夜間の病院の病棟等の比較的薄暗い環境では、分配装置の非常に明る
い光源は、気が散るものとなる可能性があり、可視性には不必要であり、より低い輝度設
定を用いることができる。
【００４６】
　本発明を具現することができるか又は本発明の実施形態とともに使用可能な特徴を含む
、更なるタイプの分配ユニットは、以下の共同所有の米国特許及び特許出願に記載されて
おり、それらの内容は参照により本明細書に援用される。２００１年８月７日にＬｉｐｐ
ｓに付与された米国特許第６，２７２，３９４号、２００２年５月７日にＬｉｐｐｓに付
与された米国特許第６，３８５，５０５号、２００４年７月６日にＬｉｐｐｓに付与され
た米国特許第６，７６０，６４３号、１９９８年９月８日にＬｉｐｐｓに付与された米国
特許第５，８０５，４５５号、２００３年８月１９日にＬｉｐｐｓに付与された米国特許
第６，６０９，０４７号、１９９８年９月８日にＨｉｇｈａｍ他に付与された米国特許第
５，８０５，４５６号、１９９８年４月２８日にＨｉｇｈａｍ他に付与された米国特許第
５，７４５，３６６号、１９９９年５月１８日にＨｉｇｈａｍ他に付与された米国特許第
５，９０５，６５３号、１９９９年７月２７日にＧｏｄｌｅｗｓｋｉに付与された米国特
許第５，９２７，５４０号、２０００年３月２１日にＨｏｌｍｅｓに付与された米国特許
第６，０３９，４６７号、２００３年１０月２８日にＨｏｌｍｅｓ他に付与された米国特
許第６，６４０，１５９号、２０００年１１月２１日にＡｒｎｏｌｄ他に付与された米国
特許第６，１５１，５３６号、１９９５年１月３日にＢｌｅｃｈｌ他に付与された米国特
許第５，３７７，８６４号、１９９３年３月２日にＢｌｅｃｈｌに付与された米国特許第
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５，１９０，１８５号、２００５年１２月１３日にＤｕｎｃａｎ他に付与された米国特許
第６，９７５，９２２号、２００９年８月４日にＤｕｎｃａｎ他に付与された米国特許第
７，５７１，０２４号、２０１０年１１月１６日にＤｕｎｃａｎ他に付与された米国特許
第７，８３５，８１９号、２０００年１月４日にＨｏｌｍｅｓに付与された米国特許第６
，０１１，９９９号、２００８年３月２５日にＨｉｇｈａｍに付与された米国特許第７，
３４８，８８４号、２０１０年３月９日にＨｉｇｈａｍに付与された米国特許第７，６７
５，４２１号、２００１年１月９日にＷｉｌｓｏｎ他に付与された米国特許第６，１７０
，９２９号、２０１２年２月２８日にＶａｈｌｂｅｒｇ他に付与された米国特許第８，１
２６，５９０号、２０１２年１０月２日にＬｅｖｙ他に付与された米国特許第８，２８０
，５５０号、及び、２０１２年８月９日に公開された、Ｐａｙｄａｒ他の米国特許出願公
開第２０１２／０２０３３７７号。
【００４７】
　本明細書において開示される特徴の全ての有効な組み合わせも開示されるものとみなさ
れることを理解されたい。例えば、本明細書において記載される視覚的な指示のいずれか
は、光源の色及び点滅パターンの適切な組み合わせを用いて行うことができる。
【００４８】
　ここまで、本発明を、分かりやすくするとともに理解するために詳細に記載した。しか
し、添付の特許請求の範囲内で特定の変形及び変更を行うことができることが理解される
であろう。

【図１】 【図２】
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(15) JP 6336097 B2 2018.6.6

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  スタインバーガー、ダニエル
            アメリカ合衆国　９４０４３　カリフォルニア州　マウンテン　ビュー　イー．ミドルフィールド
            　ロード　５９０
(72)発明者  ル、ミモザ
            アメリカ合衆国　９４０４３　カリフォルニア州　マウンテン　ビュー　イー．ミドルフィールド
            　ロード　５９０
(72)発明者  モレノ、ジェラード
            アメリカ合衆国　９４０４３　カリフォルニア州　マウンテン　ビュー　イー．ミドルフィールド
            　ロード　５９０
(72)発明者  ヤング、ロバート　ジェイ．
            アメリカ合衆国　９４０４３　カリフォルニア州　マウンテン　ビュー　イー．ミドルフィールド
            　ロード　５９０

    審査官  安食　泰秀

(56)参考文献  特開２００９－１９５７０４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－１１９０８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２００９／０１３４１８１（ＵＳ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１１／１２５６５０（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２００２－０８５５２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許第０８１６５９２９（ＵＳ，Ｂ１）　　
              米国特許第０７４４０８１８（ＵＳ，Ｂ１）　　
              米国特許第０６６３６７８０（ＵＳ，Ｂ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０５Ｂ　　３７／０２　　　　
              Ａ４７Ｂ　　８１／００　　　　
              Ａ６１Ｊ　　　３／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

